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本日の議題
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(1) 専門工事業者BIM連携

(2) Common Data Environment

(3) 次年度の活動



専門工事業者BIM連携



専門工事業者BIM連携WG 活動報告
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専門工事業者データ連携の進め方
◆情報の受渡しを紙媒体からデジタルデータへ

①「施工者・専門工事業者が欲しい情報」を工種別に整理

②工種別にパラメータを整理し、名称の摺り合わせ
※名称については各部会と調整

③基本設計、実施設計、施工、製造段階で扱う
パラメータの整理（スペックシート）

④連携用中間ファイルの仕様策定

⑤実装

Parameter情報
・枠性能
・気密性能
・扉材質
・錠前形状
・ELV定員
・積載荷重
・etc…

Geometry情報
・開口幅
・開口高さ
・枠形状
・沓摺形状
・かご内寸法
・ピット深さ
・etc…

設計図書

スペックシート

中間ファイル



専門工事業者BIM連携WG 活動報告
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工種一覧 （赤字は今年度取組工種、青字は昨年度取組工種） ※公共建築工事標準仕様書に準じた形に修正

仮設工事 鉄骨工事(鉄骨階段) 木工事 カーテンウォール工事 塗装工事

土工事 コンクリートブロック・ALC 屋根及びとい工事 塗装工事 植栽及び屋上緑化

地業工事 防水工事 金属工事 内装工事 機械設備工事
(ELV)(UB、WC)

鉄筋工事 石工事 左官工事 ユニット及びその他工事
(PCa)

電気設備工事

コンクリート工事 タイル工事 建具工事
(SD・AW・SS)

排水工事

BLCJ（BIMライブラリ技術研究組合）

属性情報整理 WG参画
金属性建具（SD）
金属性建具（AW）
シャッター工事
住設機器（トイレ）
昇降機設備工事

スペックシート例）鉄骨階段

：
：

属性情報取扱フェーズ
基本設計段階 13項目
実施設計段階 49項目
施工（調整前）75項目
施工（調整済）97項目



専門工事業者BIM連携WG 活動報告

6

中間ファイル定義 ER図作成（SD）

中間ファイル入力例（SD）



BIM Date＆Excel

専門工事業者BIM連携WG 活動報告
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BIMソフトBIMソフトBIMソフト

メーカー製作図用・製作用
システムへの連携可能な
中間ファイルフォーマットの策定
並びにファイルコンバーターの開発

中間ファイルデータフロー



専門工事業者BIM連携WG 活動報告

■S2段階に必要となる設計パラメータの入力UIと中間ファイル例（例：ELV）



専門工事業者BIM連携WG 活動報告

中間ファイル定義 パラメータと入力値のコード定義

出力された中間ファイル

■入力値のコード化とマッピングテーブル



専門工事業者BIM連携WG 活動報告

■仕様情報のDB化試行

B社よりデータ収集



Common Data Environment



CDE
Stock Data CDE：申請時、契約時、竣工時等固定のBIM Dataを共有する環境
Flow Data CDE：建築の生産プロセスで常時変化するBIM Dataを共有する環境

■ CDEで共有するデータ

Common Data Environment
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Document

Database等

IFC

PAS1192-3：2014抜粋



Common Data Environment
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IFC用CDEの実証



Common Data Environment
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IFC用CDEの実証

Database等IFC

Document

Document



CDE環境 IFCビューワーのご紹介 ープロトタイプ検討ー

Common Data Environment

※動画



Common Data Environment
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真正性の検証
IFC、PDF（拡張DB）を、ファイル単位で電子著名することで、BIMデータの真正性を確保

① 使用ソフトウェア 長期署名XAdES ライブラリ（LE:XAdES:Lib）評価版
② 開発元 有限会社ラング・エッジ
③ 販売元 アンテナハウス株式会社
④ 動作環境 Windows11
⑤ 署名証明書形式 PKCS#12
⑥ RSA 署名ハッシュ方式 SHA-256
⑦ XAdES バージョン v1.4.1
⑧ タイムスタンプ形式 RFC3161

対象データ  ファイル形式  容量  適用時間  検証時間
データ１  IFC  約37MB  126 秒 95 秒
データ２  IFC 約18MB  66 秒  48 秒
データ３  IFC 約19MB 67 秒 50 秒
データ04  IFC 約8MB 31 秒 23 秒
データ05  IFC 約19MB 67 秒 50 秒
データ06 IFC 約8MB 33 秒 25 秒
データ07 IFC 約18MB 63 秒 46 秒
データ08 IFC 約87MB 306 秒 224 秒

データ追01 PDF 約74MB 314 秒 235 秒
データ追02 Revit 約96MB 339 秒 297 秒

8つのIFCデータ（データ1～8）と、A1 図面
99 枚分のPDFデータ（データ追01）、
Autodesk Revit データ（データ追02）を
検証で使用



次年度の活動



次年度の活動
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■ 前回のアンケート結果より
●専門工事業者連携

工種の拡大の要望
分類を、公共建築工事標準仕様書に準じた形にしてほしい
スペックシートの入力簡素化
具体的な実装について

●CDE
CDEの機能についての議論（共有範囲、秘匿性、真正性、著作等）
IFCの機能拡張
IFCとデータベースの連携に必要な、コードの在り方について



次年度の活動
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専門工事業者連携
●工種の拡大

躯体工事・木工事・機械設備工事 等を中心に検討中
●実証実験

これまでに仕様策定されたものについての実証実験の実施
実運用可能なスペックシートの簡素化

仮設工事 鉄骨工事（鉄骨階段） 木工事 カーテンウォール工事 塗装工事

土工事 コンクリートブロック・ALC 屋根及びとい工事 塗装工事 植栽及び屋上緑化

地業工事 防水工事 金属工事 内装工事 機械設備工事
（ELV）（UB、WC）

鉄筋工事 石工事 左官工事 ユニット及びその他工事
（PCa）

電気設備工事

コンクリート工事 タイル工事 建具工事
（SD・AW・SS）

排水工事

青字：これまで検討の工種
赤字：R４年度検討予定の工種



次年度の活動
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IFC
FM

長期保存

City GML

API

共通
Code

真正性

拡張DB

API

その他DB

メーカーDB

Master DB

■ CDE
●実証実験の継続（機能の追加等）
●オブジェクトと外部DB、Documentを紐付けるために必要な分類・コードの検討



令和3年度
BIMの情報共有基盤の整備検討部会
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